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2はじめに

◼ 第2回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年9月20日）において、同時市場における調整力の区分・
必要量については、数値検証等も踏まえた技術的な検討が必要であることから、本作業会にタスクアウトすることと
されたところ。

◼ 今回、これまでご議論いただいた内容（現行商品の必要性・商品区分見直し）等を踏まえ、電源起動・出力配分
ロジックにおける制約条件（ΔkW約定方法）について検討を行った。

◼ また、これまで明示していなかった、その他の論点（下記2点）についても検討を行ったため、ご議論いただきたい。

➢ 同時市場における下げ調整力の取り扱いについて

➢ イメージ②検討項目の現行制度・イメージ①への展開可否について



3（参考） 本作業会へのタスクアウト項目

出所）第53回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年10月5日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html
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１．電源起動・出力配分ロジックにおける制約条件（ΔkW約定方法）

1-1 複数商品の取扱い

1-2 簡易的な複合約定について

1-3 広域調達の方法について

２．同時市場における下げ調整力の取り扱い

３．イメージ②検討項目の現行制度・イメージ①への展開可否

４．まとめ
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6電源起動・出力配分ロジックにおける制約条件（ΔkW約定方法）の検討項目

◼ 第53回本作業会（2023年10月5日）でお示ししたとおり、電源起動・出力配分ロジックにおける制約条件
（ΔkW約定方法）を検討するにあたり、下記の3つの論点を挙げていたところ。

論点②

論点③

出所）第53回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年10月5日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html

論点①

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_53_haifu.html
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8（論点①）複数商品の取扱い（１／２）

◼ 商品区分が一次（GF）・二次（LFC）および三次（EDC）の3商品となった場合、電源起動・出力配分ロジック
において同時最適を行うにあたり、商品毎の制約条件（ΔkW約定方法）の検討を行う必要がある。

◼ この点、まずもって各商品（事象）毎の必要量を充足させる必要があることから、応札リソースの余力（kWh出力
～定格）における各供出可能量が、各商品毎必要量を上回っているかの制約条件を設けることが考えられる。

◼ 一方、火力等の複数機能を有する応札リソースをどのように扱うかは整理が必要となる。

【各商品毎必要量】
・一次（GF）必要量：P
・二次（LFC）必要量：S
・三次（EDC）必要量：T

【各商品毎必要量の充足】

一次： 二次： 三次：

【応札リソース】
・一次供出可能量：𝑃𝑛
・二次供出可能量：𝑆𝑛
・三次供出可能量：𝑇𝑛
・リソース台数：N

商品毎必要量

P

S T

෍

𝑛=1

𝑁

𝑃𝑛 ≧ P ෍

𝑛=1

𝑁

𝑆𝑛 ≧ S ෍

𝑛=1

𝑁

𝑇𝑛 ≧T

𝑃4

𝑆4

𝑇4

ユニット４
kWh出力

𝑃1
𝑆2 𝑇3

ユニット１ ユニット２ ユニット３

どのように扱うかの
整理が必要
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応札リソース商品（事象）
毎必要量

複合必要量

and

複数機能
部分を紐づけ

両方にカウント

【複合約定ロジック（イメージ）】

：一次 ：二次 ：三次 ：必要量重複箇所

（論点①）複数商品の取扱い（２／２）

◼ 火力等の複数機能を有する（単一リソースで複数商品に入札することが可能な）リソースについては、供出可能量
（最大値）の内数において、各機能（GF・LFC・EDC）の供出可能量が重複することになる。

◼ この点、厳密に言えば、同時に複数の機能を供出することはできず（例えば、EDC供出中にGF供出はできない）、
また、一次～三次それぞれの調整力を必要とするタイミングは必ずしも同じではないため、需給調整市場においては
商品（事象）側の不等時性（同時発生する度合い・発生しない度合い）も考慮の上、同時発生しない部分には
複数機能を有したリソースを紐付け、全体の調達量を低減させるなど、最適な組合せを算定する方法（複合約定
ロジック）を採用している。

◼ しかしながら、複合約定ロジックは最適である一方、複雑すぎる面もあり、電源起動・出力配分（SCUC）ロジックに
そのまま搭載することは非現実的であるため、なんらか工夫できないかについて次章で深掘り検討した。

同時発生しない

同時発生しない

複数機能
リソース

単独機能
リソース

同時発生する

同時発生する

同時発生する



10（参考） 複合機能を有するリソース

出所）第22回需給調整市場検討小委員会（2021年3月30日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_22_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_22_haifu.html


11（参考） 複合約定（不等時性考慮）の考え方

出所）第22回需給調整市場検討小委員会（2021年3月30日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_22_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_22_haifu.html
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13（論点②）簡易的な複合約定について（１／３）

：一次 ：二次① ：三次①

※同時発生する
部分が多い

※同時発生しない
部分が多い

◼ 同時市場においても、複数機能を有するリソースの有効活用（同時発生しない部分には複数機能を紐付け全体の
調達量低減）を図りつつ、なんらか簡易的に（一定の割り切りのもと）複合約定を実現できないか検討を行った。

◼ この点、そもそも調整力必要量において、不等時性（同時発生する度合いと発生しない度合い）がどのような傾向
を示すのか確認したところ、以下の傾向が見受けられた。

➢ 一次（GF）と二次①（LFC）については、大宗の領域で必要量の重なり（同時発生しない傾向）があった

➢ 三次①（EDC）については、一次（GF）・二次①（LFC）との重なりが少ない（同時発生する）一部エリアの
傾向はあったものの、大宗のエリア・領域においては必要量の重なり（同時発生しない傾向）があった

出所）第44回需給調整市場検討小委員会（2023年12月21日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_44_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_44_haifu.html


14（論点②）簡易的な複合約定について（２／３）

◼ また、同時市場においては第56回本作業会（2023年12月7日）でご議論頂いた通り、ΔkW確保エリアを広げる
方向性で議論していることから、最大誤差が同時発生する可能性は更に低減されると考えられ、これによって一次～
三次①も、より一層必要量の重なりが大きくなる（同時発生しない傾向が強くなる）とも考えられるところ。

◼ 上記の状況変化も踏まえると、同時市場においては複合必要量を廃止したうえで、一次～三次①それぞれの商品
毎必要量が全て重複しているものとして扱う（一定の割り切り）ことも考えられるのではないか。

◼ この際、わずかながら重なっていない（同時発生する）領域に対しても、同時市場においてはGC以前から「予備力」
（需給調整市場で扱っていない商品）を一定程度確保し、それらの余った部分を活用（流用）することも可能で
あることから、安定供給に与える影響も軽微※と考えられるのではないか。

【現行のイメージ】

大宗の領域で
同時発生しない傾向

ΔkW確保エリア拡大により
重複領域が増加

【同時市場におけるイメージ】

商品毎必要量が全て重複
している（同時発生しない）
ものとして扱う（割り切る）

必要量に重なりが
ある領域 複数機能をもった

リソースの約定範囲

複数機能をもった
リソースの約定範囲

無効約定として
カウントされない

「予備力」の余った
部分を活用することで、
安定供給に与える影響
も軽微と考えられるか

※ 複合必要量廃止（商品毎必要量が全て重複しているものとして扱う）に伴う影響量は、前頁のケースにおいて、全国平均10～20%
程度（EDC必要量比）であり、最終的には、GC以前に確保する「予備力」の確保量（次頁参照）を踏まえた検討も必要か。



15（参考） GC以前に確保する「予備力」の活用

案１：SCUC追加分は存在しないとする案
「予備力必要量＝GC以降のEDC必要量相当＋前日からGCの残余需要予測誤差の全量」

案２：SCUC追加分が一定程度存在するとする案（案１、３の中間案）
「予備力必要量＝GC以降のEDC必要量相当＋前日からGCの残余需要予測誤差の一部」

案３：SCUC追加分が十分存在するものとする案
「予備力必要量＝GC以降のEDC必要量相当」

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_56_02.pdf

◼ 同時市場において、前日以降も都度SCUC（追加起動）を行うにあたり、日本は比較的起動時間が長い電源も
相応にあることから、追加起動リソースの不足が生じないよう、GC以前から一定の「予備力」を確保する必要があり、
また、起動可能なユニット（SCUC追加分）がどの程度存在するかによって、予備力の必要量は変わり得る。

◼ 頂いたご意見の大宗は案2（全量確保する必要はないが、ゼロには出来ない）が基本ではないかという意見であり、
その場合、前日で確保した上でGC時点で余った部分を活用（流用）することは可能と考えられるか。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_56_02.pdf


16

◼ 複合約定ロジックにおいては、複数機能を有するリソース（その領域）において、とある必要量の領域に紐付けされた
場合、当該領域の必要機能以外は約定量にカウントされず「無効約定」として扱われることとなる（例えば、下図の
領域②においては一次機能のみカウントされ、二次・三次機能はカウントされない）。

（必要量） （応札リソース）

【需給調整市場のイメージ】

成分毎に区分（不等時性を考慮）
→新規リソースの参入可

成分毎に区分

：一次 ：二次 ：三次

一次要件を満たすリソース

一次・二次要件を満たすリソース

二次要件を満たすリソース

二次・三次要件を満たすリソース

三次要件を満たすリソース

価格情報を含め
最適な紐付け

商品毎必要量

複合必要量

and

①

②

複数機能を有するリソースの考え方

領域①として約定
(一次・二次の両方にカウント

することで調達量を低減)

領域②として約定

無効約定として扱われ
約定量にカウントされない
（同時対応は出来ない前提）

（参考） 複合約定ロジックにおける無効約定



17（論点②）簡易的な複合約定について（３／３）

◼ これらを踏まえると、ΔkW確保エリア拡大によって必要量の重なりが大きくなり（同時発生しない傾向が強くなり）、
かつ、GC以前から「予備力」（需給調整市場で扱っていない商品）を一定程度確保する同時市場においては、
複合必要量を廃止したうえで、各商品毎必要量を全て重複しているものとして扱う（一定の割り切りを許容した）
簡易的な複合約定ロジックを導入する方向を基本としてはどうか。

◼ この場合、同時最適を行うにあたっての制約条件は下記の通りとなり、ロジック簡略化と実質的な調達量の低減
（現行の複合約定ロジックと同程度※1）の両立が期待できるのではないか。

※1 応札リソースのラインナップによっては多少の差異が出る場合もある。

【各商品毎必要量】
・一次（GF）必要量：P
・二次（LFC）必要量：S
・三次（EDC）必要量：T

【簡易的な複合約定ロジック】

一次： 二次： 三次※2：

【応札リソース】
・一次供出可能量：𝑃𝑛
・二次供出可能量：𝑆𝑛
・三次供出可能量：𝑇𝑛
・リソース台数：N

商品毎必要量

P

S T

𝑃4

𝑆4

𝑇4

ユニット４

෍

𝑛=1

𝑁

𝑃𝑛 ≧ P ෍

𝑛=1

𝑁

𝑆𝑛 ≧ S ෍

𝑛=1

𝑁

𝑇𝑛 ≧T

kWh出力

𝑃1
𝑆2 𝑇3

ユニット１ ユニット２ ユニット３

商品毎必要量が全て重複
している（同時発生しない）
ものとして扱う（割り切る）

※2 三次インセンティブ案の設計により、
制約条件が追加される可能性あり。



18（参考） 三次①インセンティブ案を踏まえた制約条件式

出所）第58回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2024年1月12日）資料2
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20（論点③）広域調達の方法について

◼ 同時最適化ロジックにおいて、広域調達をどのように実現するかについて検討を行うにあたり、第56回本作業会で
ご議論いただいた、ΔkW確保エリアに関する議論状況を踏まえたうえで検討を行った。

◼ 同時市場においては許容（対応）できない系統制約が存在しない限りにおいて、広域運用単位で一括して調達
することを基本としており、言い換えると、ΔkW確保エリア間においては許容できない系統制約が存在していることと
なるため、ΔkW確保エリアを跨いだ広域調達は行わない（行えない）ことになるのではないか。

◼ 上記を踏まえると、電源起動・出力配分（SCUC）ロジックにおいては、広域調達の制約条件を設ける必要はない
（各ΔkW確保エリアごとに簡易複合約定ロジックを設けるだけでよい）と考えられる。

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html
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22同時市場における下げ調整力の取り扱い（１／２）

◼ 実際の需給調整（運用）においては、不足インバランスだけでなく余剰インバランスも発生することから、上げΔkW
（上げ調整力）のみならず、下げΔkW（下げ調整力）の確保も必要となる。

◼ 現行制度においても、下げΔkWの不足が見込まれる場合には、優先給電ルールによって対応しており、具体的には
再エネ等の出力を抑制し、代わりに火力電源の出力を持ち上げることにより下げΔkWを確保している。

◼ こうした（必要な）下げΔkW確保を、需給調整市場を通じて調達すべきか（合理的かどうか）を検討したところ、
卸電力市場と需給調整市場が別々に存在する分散市場下においては、その優位性を見出せなかったところ。

出所）第43回需給調整市場検討小委員会（2023年11月9日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_43_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_43_haifu.html


23（参考） 下げΔkW（下げ調整力）の必要性について

出所）第43回需給調整市場検討小委員会（2023年11月9日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_43_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_43_haifu.html


24同時市場における下げ調整力の取り扱い（２／２）

◼ この点、同時市場においては、供給力（kWh）と調整力（ΔkW）の同時最適、つまり一括管理が行われることと
なり、市場メカニズムによる合理的な下げΔkW確保が可能となると考えられる。

◼ 具体的には再エネ・火力等のリソース種別に関係なく、kWh出力を基準に限界費用の安いリソースから確保すること
を目指し、電源起動・出力配分（SCUC）ロジックに下記の通り、下げΔkWを確保するための制約条件を追加する
ことが考えられるのではないか。

【下げΔkWを確保するための制約条件】

【下げ調整力必要量】
・GF成分：PD
・LFC成分：SD
・EDC成分：TD

【応札リソース】
・GF成分下げ供出量： 𝑃𝐷𝑛
・LFC成分下げ供出量： 𝑆𝐷𝑛
・EDC成分下げ供出量： 𝑇𝐷𝑛
・リソース台数：N

GF成分： LFC成分： EDC成分：෍

𝑛=1

𝑁

𝑃𝐷𝑛 ≧ PD ෍

𝑛=1

𝑁

𝑆𝐷𝑛 ≧ SD ෍

𝑛=1

𝑁

𝑇𝐷𝑛 ≧TD

成分毎必要量

PD
SD TD

𝑇𝐷3𝑆𝐷2𝑃𝐷1

再エネ・火力等のリソース種別に関係なく、kWh出力を基準に
限界費用の安いリソースから確保

𝑃𝐷4 𝑆𝐷4 𝑇𝐷4

kWh出力

上げΔkW

下げΔkW

最低出力

ユニット1 ユニット2 ユニット3 ユニット4

安 高



25（参考） 同時最適による下げΔkW確保イメージ

◼ 電源起動・出力配分（SCUC）ロジックにおいては、上げΔkWおよび下げΔkWともに、kWh出力（想定需要）を
基準とし、限界費用が安いユニットから順次確保していくこととなる。

◼ これらをまとめると、kWhとΔkWの同時最適による下げΔkW確保イメージとしては下図の通りとなる。

50 50100

想定需要
（kWh）

上げΔkW

下げΔkW

50 50

ユニットA ユニットB ユニットC ユニットD

（応札リソース※）

（約定イメージ）

0円 1円 2円 3円

50
50

ユニットA ユニットB ユニットC ユニットD

0円 1円 2円 3円

25

25

25

25

約定

（想定需要・ΔkW必要量※）

※ 簡略化のため、ΔkW必要量および供出可能量について
商品毎（成分毎）の区別および最低出力は省略。

【同時最適による下げΔkW確保イメージ】

・想定需要(kWh)：ユニットA(50),ユニットB(50)
・上げΔkW：ユニットC（25）
・下げΔkW：ユニットA（25）

下げΔkW確保 上げΔkW確保
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１．電源起動・出力配分ロジックにおける制約条件（ΔkW約定方法）

1-1 複数商品の取扱い

1-2 簡易的な複合約定について

1-3 広域調達の方法について

２．同時市場における下げ調整力の取り扱い

３．イメージ②検討項目の現行制度・イメージ①への展開可否

４．まとめ

目次



27イメージ②検討項目の現行制度・イメージ①への展開可否（１／３）

◼ 同時市場検討会からのタスクアウト項目に関しては、これまで4回（第53回、第55回、第56回、第58回）に亘り、
同時市場における調整力の確保タイミングがイメージ②（前日以降、都度SCUC）となった場合を想定し、現行の
需給調整市場から変わり得る（改善する）項目についてご議論いただいているところ。

◼ 一方で、上記の改善項目については、仮にイメージ①であった場合、あるいは現行の需給調整市場に対してであって
も展開できないか等ご意見も頂いていることから、各項目の展開可否（イメージ②との差異）について整理を行った。

出所）第2回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年９月20日）資料6をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_06_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_06_00.pdf


28イメージ②検討項目の現行制度・イメージ①への展開可否（２／３）

◼ これまで作業会においては、以下の前提をもとに検討を進めている。

Ⅰ．同時市場（イメージ②）においては前日～GCまでの間、一般送配電事業者の残余需要予測等に合わせたSCUCにより、調整力追加調達が可能

Ⅱ．同時市場においてはTSO計画を基準にSCUCを行う

Ⅲ．前日以降もSCUCによる追加起動を行うにあたり、追加起動リソースの不足が生じないよう、GC以前から一定の「予備力」を確保する

◼ イメージ①（ザラバ）とイメージ②（Three-part）の最も大きな差異としては“追加起動の確実性”、言い換えると
一般送配電事業者による追加起動を期待して変えた（改善した）項目については、イメージ①においては適用が
難しいといえる（他にも補正時の全体最適性の担保等、いくつか差異はあると考えられるが、本章では割愛する）。

◼ そのため、Ⅰについてはイメージ②のみ適用可能（現行制度、イメージ①では適用不可）となり、Ⅱ・Ⅲについては
同時市場に変わることで生じる概念であるため、イメージ①・②に適用される（現行制度には関係しない）。

出所）第2回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年9月20日）資料3をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_03_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/002_03_00.pdf


29イメージ②検討項目の現行制度・イメージ①への展開可否（３／３）

◼ これらを踏まえると、イメージ②検討項目の現行制度・イメージ①への展開可否は下表の通りとなるのではないか。

第58回本作業会
までの検討項目

現行制度の場合 イメージ①の場合予備力
確保

調整力
確保

対応すべき
事象・商品
の必要性

極短周期成分
不要 必要

ー
（現在から変更なし）

ー
（現在から変更なし）短周期成分

需要予測誤差
必要 必要 現行のBG計画基準から変更なし TSO計画基準への見直しは適用可能

再エネ予測誤差

電源脱落（瞬時） 不要 必要
(一部要否検討）

ー
（現在から変更なし）

ー
（現在から変更なし）

電源脱落（継続） 不要 不要
電源脱落後の追加起動の確実性

がないため、反映は困難
電源脱落後の追加起動の確実性

がないため、反映は困難

商品区分
見直し

EDC商品の集約（二次②・三次①・三次②）
商品区分見直しに伴うMMS抜本
改修が必要※となり、実質的に困難

EDC商品の集約は可能

予備力
必要量

前日～GCの残余需要予測誤差
（SCUC起動リソース不足対応）

ー
（現在から変更なし）

追加起動の確実性がないため、
前日～GCの誤差の全量（案1）

確保
エリア

広域運用単位でのΔkW確保エリアを基本
ΔkW確保エリア見直しに伴うMMS抜本

改修が必要※となり、実質的に困難
ΔkW確保エリアの見直しは可能

出力配分
ロジック

簡易的な複合約定ロジック
ー

（複合約定ロジックがあるため必要なし）
前日同時市場のみ適用可能

下げΔkW
調達

市場メカニズムによる下げΔkW確保
ー

（現行制度では、優位性を見出せない）
前日同時市場のみ適用可能

※ 約定処理に影響しMMS抜本改修が必要となる（運開が2028年度以降になる）。
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◼ 第56回本作業会でお示しした試算条件において、現行制度・同時市場（イメージ①）・同時市場（イメージ②）
それぞれにおける必要量（規模感）としては、現行制度では改善項目の展開は難しく（100%のまま）、イメージ
①では現行の90％程度、イメージ②では現行の50～80%程度になると考えられる。

対応する事象
現行制度 同時市場（イメージ①） 同時市場（イメージ②）

必要量[MW] 考え方の変更点 必要量[MW] 考え方の変更点 必要量[MW]

時間内変動
（極短周期成分）

600（一次） 現行と同様 600（同左） 現行と同様 600（同左）

時間内変動
（短周期成分）

400（二次①） 現行と同様 400（同左） 現行と同様 400（同左）

需要予測誤差※

合計：9,000
（内訳）

2,300（二次②）
+

4,800（三次①）
＋

1,900（三次②）

GC以降の残余需要
予測誤差（TSO基準・

商品集約）
＋

前日～GCの残余需要
予測誤差全量（案1）

合計：7,900
（内訳）
3,400

＋
4,500

（SCUC追加分なし）

GC以降の残余需要
予測誤差（TSO基準・

商品集約）
＋

前日～GCの残余需要
予測誤差（案1～3）

合計：3,400～7,900
（内訳）
3,400

＋
0～4,500

（SCUC追加分見合）再エネ予測誤差

電源脱落
（瞬時）

2800
（内訳）

1,400（一次）
＋

1,400（二次①）

現行と同様 2,800（同左） 現行と同様 2,800（同左）

電源脱落（継続） 1,400 現行と同様 1,400 ー（不要） 0

必要量合計 14,200 ー 13,100 ー 7,200～11,700

赤字…現行の需給調整市場からの変更点

※ 今後、効率的な調達（「3σ」→「1σ+追加調達」）が開始予定であり、本試算結果はあくまで市場構造上の必要量（規模感）の差異であることに留意が必要。

（参考） 各制度における必要量（規模感）



31（参考） 現行商品の必要性

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html


32（参考） 商品区分の見直し

出所）第58回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2024年1月12日）資料2



33（参考） 予備力について

出所）第56回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年12月7日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/chousei_sagyokai_56_haifu.html
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１．電源起動・出力配分ロジックにおける制約条件（ΔkW約定方法）

1-1 複数商品の取扱い

1-2 簡易的な複合約定について

1-3 広域調達の方法について

２．同時市場における下げ調整力の取り扱い

３．イメージ②検討項目の現行制度・イメージ①への展開可否

４．まとめ

目次



35まとめ（１／２）

◼ 電源起動・出力配分ロジックにおける制約条件（ΔkW約定方法）

➢ 複数商品の取扱い
・現行の複合約定ロジックは最適である一方、複雑すぎる面もあり、電源起動・出力配分ロジックにそのまま搭載
することは非現実的であるため、なんらか工夫が必要となる。

➢ 簡易的な複合約定について
・ΔkW確保エリア拡大し、GC以前から「予備力」を一定程度確保する同時市場においては、複合必要量を廃止
したうえで、各商品毎必要量を全て重複しているものとして扱う（一定の割り切りを許容した）簡易的な複合
約定ロジックを導入する方向を基本としてはどうか。

➢ 広域調達の方法について
・同時市場においてΔkW確保エリアの考え方が見直され、ΔkW確保エリア間においては許容できない系統制約
が存在していることとなり、ΔkW確保エリアを跨いだ広域調達は行わない（行えない）ため、制約条件は不要と
考えられる。

◼ 同時市場における下げ調整力の取り扱い
・供給力と調整力の一括管理が行われる同時市場においては、市場メカニズムによる合理的な下げΔkW確保が
可能となることから、下げΔkWを確保するための制約条件を追加することが考えられる。

一次： 二次： 三次※：෍

𝑛=1

𝑁

𝑃𝑛 ≧ P ෍

𝑛=1

𝑁

𝑆𝑛 ≧ S ෍

𝑛=1

𝑁

𝑇𝑛 ≧T

【簡易的な複合約定ロジック（制約条件）】

GF成分： LFC成分： EDC成分：෍

𝑛=1

𝑁

𝑃𝐷𝑛 ≧ PD ෍

𝑛=1

𝑁

𝑆𝐷𝑛 ≧ SD ෍

𝑛=1

𝑁

𝑇𝐷𝑛 ≧TD

【下げΔkWを確保するための制約条件】

※ 三次インセンティブ案の設計により制約条件が追加される可能性あり。



36まとめ（２／２）

◼ イメージ②検討項目の現行制度・イメージ①への展開可否
・現時点におけるイメージ②検討項目の現行制度・イメージ①への展開可否については下表の通り

第58回本作業会
までの検討項目

現行制度の場合 イメージ①の場合予備力
確保

調整力
確保

対応すべき
事象・商品
の必要性

極短周期成分
不要 必要

ー
（現在から変更なし）

ー
（現在から変更なし）短周期成分

需要予測誤差
必要 必要 現行のBG計画基準から変更なし TSO計画基準への見直しは適用可能

再エネ予測誤差

電源脱落（瞬時） 不要 必要
(一部要否検討）

ー
（現在から変更なし）

ー
（現在から変更なし）

電源脱落（継続） 不要 不要
電源脱落後の追加起動の確実性

がないため、反映は困難
電源脱落後の追加起動の確実性

がないため、反映は困難

商品区分
見直し

EDC商品の集約（二次②・三次①・三次②）
商品区分見直しに伴うMMS抜本
改修が必要※となり、実質的に困難

EDC商品の集約は可能

予備力
必要量

前日～GCの残余需要予測誤差
（SCUC起動リソース不足対応）

ー
（現在から変更なし）

追加起動の確実性がないため、
前日～GCの誤差の全量（案1）

確保
エリア

広域運用単位でのΔkW確保エリアを基本
ΔkW確保エリア見直しに伴うMMS抜本

改修が必要※となり、実質的に困難
ΔkW確保エリアの見直しは可能

出力配分
ロジック

簡易的な複合約定ロジック
ー

（複合約定ロジックがあるため必要なし）
前日同時市場のみ適用可能

下げΔkW
調達

市場メカニズムによる下げΔkW確保
ー

（現行制度では、優位性を見出せない）
前日同時市場のみ適用可能

※ 約定処理に影響しMMS抜本改修が必要となる（運開が2028年度以降になる）


